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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

超
高
速
輸
送 
患
患

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
他
の
陸
上
輸
送

機
関
に
比
べ
て
優
れ
て
い
る
点
は
、
超
高

速
で
の
運
行
と
い
う
点
で
す
。
東
海
道
新

幹
線
は
、
最
高
時
速
２
７
０
㎞
で
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

そ
の
約
１
・
８
倍
の
最
高
時
速
５
０
０
㎞

で
の
運
行
が
可
能
で
、
東
京
―
大
阪
間
の

所
要
時
間
を
１
５
０
分
か
ら　

分
（
Ｃ
ル

67

ー
ト
速
達
タ
イ
プ
）
へ
半
分
以
下
に
短
縮

で
き
ま
す
。
ま
た
、
超
電
導
技
術
に
よ
る

浮
上
走
行
の
た
め
ル
ー
ト
の
高
低
差
（
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
）
に
も
強
く
、
現
在
の
新
幹

線
が
最
大
２
・
５
％
（
１
０
０
m
で
２
・

５
m
）
の
昇
り
降
り
が
出
来
る
設
定
に
対

し
、
４
％
の
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
標
高
の
高
い
地
帯
や
大
深
度
地

下
で
の
路
線
敷
設
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
リ
ニ
ア
の
特
性
で
あ
る
高
速

輸
送
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
現
在

の
新
幹
線
が
４
０
０
０
ｍ
の
最
小
曲
線
半

径
設
定
な
の
に
対
し
て
８
０
０
０
ｍ
の
極

め
て
緩
い
カ
ー
ブ
の
設
定
と
な
る
な
ど
ル

ー
ト
は
概
ね
直
線
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
停
車
す
る
こ
と
な
く
連
続
し

て
時
速
５
０
０
㎞
で
で
き
る
限
り
長
い
距

離
を
走
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
駅

と
駅
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
長
い
こ
と
が

望
ま
し
く
、
Ｊ
Ｒ
東
海
も
沿
線
都
府
県
に

１
駅
ず
つ
設
置
す
る
こ
と
が
妥
当
と
し
て

い
ま
す
。

　

少
な
い
環
境
負
荷 
患
患

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
活
動
に
よ
り

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
が
主
因
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

う
ち
運
輸
に
係
る
排
出
量
が
約
２
割
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は

乗
客
１
人
を
１
㎞
運
ぶ
時
の
二
酸
化
炭
素

（
C
O
2
）
排
出
量
を
航
空
機
と
比
較
す

る
と
半
分
以
下
で
、
東
京
―
大
阪
間
の
旅

客
が
今
よ
り
４
割
増
え
た
と
し
て
も
、
排

出
量
は
年
間
約　

万
ｔ
減
ら
す
こ
と
が
で

20

き
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

は
時
速
1
3
5
〜
1
6
0
㎞
程
度
に
到
達

し
た
時
点
で
浮
上
走
行
し
、
パ
ン
タ
グ
ラ

フ
も
な
い
た
め
、
線
路
や
架
線
と
の
摩
擦

に
よ
る
騒
音
が
な
く
、
静
か
で
振
動
の
少

な
い
高
速
走
行
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

安 
全 
性 
患
患

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、　

㎝
ほ
ど
浮

10

上
し
て
走
行
す
る
た
め
、
地
震
時
の
揺
れ

と
万
一
の
軌
道
の
ず
れ
や
段
差
に
対
処
で

き
、
地
震
に
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
、
車

両
が
一
定
以
上
の
速
度
で
走
行
し
て
い
れ

ば
、
電
磁
誘
導
に
よ
り
浮
上
力
が
発
生
し

て
い
る
た
め
、
停
電
し
て
も
落
下
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

超
電
導
磁
石
の
信
頼
性
は
極
め
て
高
く
、

故
障
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
万
が
一
の
故
障
の
際
に
も
、
車

両
の
左
右
・
下
部
に
車
輪
を
設
置
し
て
お

り
、
車
両
と
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
の
直
接
衝
突

を
防
止
し
、
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
（
※
１
）
設
計
に
よ
り
、

安
全
に
停
車
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
走
行
中
の
列
車
で
火
災
が
発

生
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
次
の
駅
ま

た
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
外
ま
で
走
行
し
、
速

や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

超
高
速
に
よ
る
時
間
短
縮
を
も
た
ら
す
だ

け
で
は
な
く
、
地
球
に
も
や
さ
し
く
、
安

全
性
に
も
優
れ
た
特
性
を
持
つ
、
新
時
代

の
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
１　

機
械
な
ど
で
、
一
部
に
故
障
や
誤

操
作
が
あ
っ
て
も
、
安
全
側
に
制
御
す

る
仕
組
み

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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東京—大阪間における航空機からリニアへの 
旅客シフトによるCO2排出量削減効果（年間）

　　　　　　　　　リ ニ ア 豆知識 
■ 進む原理 
地上の推進コイルに電流を流すことにより磁界（Ｎ極、
Ｓ極）が発生し、車両の超電導磁石との間で、Ｎ極とＳ
極の引き合う力と、Ｎ極どうし・Ｓ極どうしの反発する
力により車両が前進します。 

■ 浮き上がる原理 
車両の超電導磁石が高速で通過すると、地上の浮上・案内コ
イルに電流が流れ電磁石となり、車両を押し上げる力（反発
力）と引き上げる力（吸引力）が発生し、浮上します。 

■ ぶつからない原理 
左右の浮上・案内コイルは、電線により結ばれ、車両が中心
からどちらか一方にずれると、車両の遠ざかった側に吸引力、
近づいた側に反発力が働き、車両を常に中央に戻します。 


